
1－E－7  1997年度日本オペレーションズ・リサーチ学会  

秋季研究発表会  

DEAにおける一次元的効率性尺度R効率値の提案  

01303？94大阪大学 田村坦之TAMURAHiroyllki  

申請中  大阪大学 ＊川島義隆ⅩAWASHIMAYoshita．h  

O13O7864 大阪大学 富山伸司TOMIYAMAShinji  

大阪大学 鳩野逸生HATONOIts110  

1． はじめに   

DEA（DataEnvelopmentAnalysis）1は，多入力多出  

力系システムの相対的効率性を評価する方法である．  

DEAは，各ユニット（DecisionMakingUnit：DMU）  

の効率性を一つの値（D効率値：DEAE伍ciency）で表  

すことができ，それらを効率的・非効率的に区別する．   

しかし，ある2つの非効率的なDMUにおいて，ど  

ちらがより効率的であるかを判定するのは難しい．そ  

れは非効率的なDMUに対して，入出力のスラツクが  

存在する場合があるからである．すなわち，非効率的  

なDMUの効率性は，D効率値と入出力のスラツクに  

より評価されなければならない．   

そこで本研究では，あらゆるDMUの効率性を一つ  

の値で表すことができるように，スラックを補正した  

一次元的な効率性尺度を提案してR．効率値と名付ける．  

本方法は，既存のデータから機械的にスラックを考慮 l  

した効率値が求まるという点で，評価者がスラツクの  

重みを決める必要のある刀根のT効率値1や批々木の  

S効率値2とは異なる．   

2．R効率値の提案   

DMUの効率性は，D効率値という1つの値に凝縮  

される．しかし，「2つのDMUのどちらがより効率的  

か？」という問題は，単にD効率値の大きい方が効率  

的であると即決できるものではない．例えば，ある2  

つのDMUAとBがあり，D効率値がそれぞれ0．9と  

0．8であったとする．このとき，ともにすべてのスラッ  

ク変数が0であれば，Aの方が効率的であるというこ  

とができる．しかし，ある入力項目において，Aは10  

の，またBは5の入力余剰が存在したとき，AとBの  

どちらが効率的であるかという間老は簡単ではなくな  

る．それは，D効率値という観点からすれば，Aの方  

が大きな値をもち，より効率的であると考えられるが，  

スラック量とし－う観点によると，Bの方が小さな値を  

もち，より効率的であると考えられるからである．   

このように，一般にDMU間の効率性を比較するこ  

とは難しい問題である．そこで，どんなDMUに対し  

ても，その効率性を1つの値で表現することができな  

いか考える．入力方向CCRモデル1は，生産可能な領  

域の中で可能な入力一律削減点を探している．すなわ  

ち，出力を一定に保ちつつ入力をどれだけ減らすこと  

ができるかによって効率性の評価を行っている．この  

可能な入力一律削減点がD非効率的な場合に，スラγ  

クが存在する．これは生産可能な領域のフロンティア  

に，D効率的な部分とD非効率的な部分があることに  

起因する．そこで，生産可能な領域のフロンティアが  

すべてD効率的となるように生産可能集合を拡張する  

ことを考える．全てのフロンティアがD効率的であれ  

ば，スラックは存在せずにD非効率的なDMUに対し  

ても一つの値でその効率性を表現できる．   

本研究では，拡張した生産可能集合を，元の生産可能  

集合と区別するために，実現可能集合と呼ぶ．CCRモ  

デルについて，実現可能な領域を次のように仮定する．   

1．生産可能集合内の点は実現可能である．  

2．D非効率的なフロンティア線上の点から入力を一  

律に削減した点を生産可能であると仮定してDEA  

分析を行った場合，それまでD効率的であった他  

のDMUが依然としてD効率的なままであれば，  

その点は実現可能である．   

この拡張は既存のデータのみに基づくものであり，「デー  

タ自身に語らせる」というDEA特有の性質から導か  

れる自然なものである．このような実現可能集合を構  

成しその中でDMUの効率性評価を行う．そこで得ら  

れた効率値をR効率値（RevisedDEAe伍ciencyscore  

hrslack）と呼びぐで表すことにする．R一効率値は，ス  

ラックをもたないDMUについてはD効率値と一致し，  

スラツクをもつDMUについてはその分だけD効率値  
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よりも小さな値をとる．   

本研究では，R．効率値を求めるのに次のようなアル  

ゴリズムを用いる．   

StepO．DMU。についてCCRモデルを解く．   

もし，スラック変数がすべて0ならば，ぐ＝β＊と  

して終了．ただし，β＊はD効率値を表す．   

Stepl．データ行列芳yを新たに，次のように決め  

る．  

え＝【ズl（恥トナ＝【yly。】  （1）   

ここで【Al町ま，行列Aに列ベクトルむを加える   

ことを示す．DMUた∈且（月はD効率的なDMU   

の集合）について，それぞれ拡張D効率値3J芸を求  

める．   

Step2・もし111inげ芸≦1十どならば終了．さもなけれ た   
ば・く＝く／ヤIJ芸としてStepl・へ戻る・  

3．数値例   

2入力1出力をもつ5DMUの例を図1に示す．  
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図2．R効率値  

生じないようにした効率性尺度を決める方法を提案し  

た．この方法は，既存のデータのみに基づいて生産可  

能集合を拡張するので，DEAの特徴の一つであるデー  

タ・オリエンティツドの性質を崩さない．   

しかし，この方法は効率的なDMUの数が入出力項  

目の数に比べて少ないと，実現可能集合が不自然な形  

になってしまう．これは実現可能集合の構成にD効率  

的なDMtJの情報しか用いていないためであり，D非  

効率的なDMUの情報も同時に用いることが解決策と  

して考えられる．   

また，本稿での議論はCCRモデルについてのみ有  

効であり，他のDEAモデルについての研究は今後の  

課題である．   
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図1．D効率値   

D効率的なDMUはAとBであり，D非効率的な  

DMUはCとDとEである．C，D，Eは同じD効  

率値0．5をもつ．しかし，CとDを比較するとCの方  

がスラックが小さくより効率的であると思われる．こ  

れらのDMtJのR効率値を求めると，図2のようにな  

りDよりもC，CよりもEが高い効率値をもち，よ  

り効率的であると判定される．   

4． ぁわりに   

本研究では，非効率的なDMIJ間の効率性比較が容  

易に行えるように生産可能集合を拡張し，スラックを  
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